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News!

News!

令和6年度全農役員海外視察を実施

イチゴ新品種「うた乃」がデビュー

海外の肥料原料工場、飼料穀物出荷施設などを視察

三重県が30年かけて開発、首都圏と県内で魅力を発信

総務人事部

三重県本部

　
全
農
は
、
3
年
に
1
度
開
催
す
る
役
員
海
外
視
察（
11
月
19
～
29

日
の
2
班
制
）を
豪
州
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
で
実
施
し
ま

し
た
。合
計
22
人
の
役
員
が
参
加
し
、全
農
の
海
外
事
業
の
取
り
組
み

を
実
地
確
認
し
見
識
を
深
め
ま
し
た
。

　
三
重
県
本
部
は
、県
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
チ
ゴ
新
品
種「
う
た
乃の

」の
栽

培
・
出
荷
販
売
が
今
季
か
ら
本
格
化
す
る
の
に
あ
た
っ
て
、12
月
上
旬
に

首
都
圏
と
県
内
で
デ
ビ
ュ
ー
報
告
会
を
開
催
し
、そ
の
特
徴
や
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

豪
州
で
は
、
穀
物
の
集
荷
・

輸
送
・
輸
出
や
肥
料
事
業
を
手

掛
け
る
同
国
最
大
の
農
協
組
織

Ｃ
Ｂ
Ｈ
を
訪
問
し
ま
し
た
。本
社

で
は
、飼
料
原
料
の
安
定
確
保
の

た
め
、農
協
間
取
引
の
さ
ら
な
る

協
力
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
、農
場
、内
陸
集
荷
施
設
、輸

出
船
積
み
施
設
で
は
、同
国
の
穀

物
の
生
産
・
集
荷
・
輸
出
の
一

連
の
流
れ
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、国
産
農

畜
産
物
の
輸
出
拡
大
に
取
り
組

む
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア

ジ
ア
㈱
で
、同
国
の
情
勢
や
同
社

　

12
月
5
日
は
、東
京
・
日
本

橋
の
県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
三

重
テ
ラ
ス
」で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、メ
ディ
ア
や
関
係
者
ら
約
50

人
が
参
加
し
ま
し
た
。県
と
県

本
部
関
係
者
が
開
発
秘
話
や
品

種
特
性
を
説
明
。生
産
者
は「
う

た
乃
」に
か
け
る
思
い
を
語
り
ま

し
た
。

　

12
月
10
日
に
は
、北
原
祐
哉

県
本
部
長
ら
が
三
重
県
庁
を
訪

問
し
、一
見
勝
之
知
事
に
出
荷

販
売
開
始
を
報
告
。北
原
県
本

部
長
は「『
う
た
乃
』は
外
観
、食

味
、
風
味
の
3
拍
子
が
そ
ろ
っ

た
、
誰
か
に
贈
り
た
く
な
る
イ

チ
ゴ
。
贈
る
側
・
受
け
取
る
側

双
方
に
笑
顔
が
広
が
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」と
話
し
ま
し
た
。

　
「
う
た
乃
」は
、育
苗
の
負
担

軽
減
な
ど
を
目
的
に
県
農
業
研

究
所
が
約
30
年
間
を
か
け
て
開

発
。種
子
繁
殖
型
で
病
害
虫
伝

染
リ
ス
ク
が
低
く
、「
炭た
ん
そ疽
病
」

に
も
強
い
こ
と
が
特
徴
で
、整
っ

た
円
す
い
形
と
鮮
や
か
な
赤
色
、

高
い
糖
度
と
濃
厚
な
甘
味
が
魅

力
で
す
。

　

贈
り
物
と
し
て
選
ば
れ
る
イ

チ
ゴ
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、贈
答
用

を
中
心
と
し
た
販
売
を
す
す
め

ま
す
。

の
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、販
売
先
で
あ
る
現
地

量
販
店
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、肥
料
原
料

の
最
大
の
取
引
先
の
一
つ
で
あ

る
ペ
ト
ロ
ナ
ス
社
を
訪
問
し
た

後
、尿
素
の
生
産
工
場
を
視
察

し
ま
し
た
。同
社
と
は
1
9
9
1

年
に
直
接
取
引
を
開
始
し
て
以

降
、累
計
総
数
量
3
0
0
万
㌧

以
上
の
取
引
実
績
が
あ
り
、
同

社
か
ら
は
友
好
関
係
へ
の
謝
辞

と
と
も
に
、
今
後
も
安
定
供
給

を
行
う
と
の
力
強
い
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

三重県オリジナルイチゴ新品種「う
た乃」

「うた乃」を持ってＰＲする一見知事（右
から２人目）と北原県本部長（中央）

ペトロナス社の尿素工場を視察した１班参
加者

ＣＢＨの本社を訪問した２班参加者
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News!

News!

栃木県産銘柄牛のPR動画を作成

第100回広島県畜産共進会「冬季枝肉の部」を開催

購買者・消費者・次世代に向けてメッセージ

最優秀賞に㈱ひば高原田中牧場「由芽３の５」

栃木県本部

広島県本部

　
栃
木
県
本
部
は
、県
産
銘
柄
牛
が
1
年
で
最
も
多
く
出
品
さ
れ
る「
栃

木
県
産
銘
柄
牛
共
励
会
」の
第
５０
回
開
催
を
記
念
し
て
、県
産
銘
柄
牛
で

あ
る「
と
ち
ぎ
和
牛
」「
と
ち
ぎ
霧
降
高
原
牛
」「
日
光
高
原
牛
」の
P
R

動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
広
島
県
本
部
は
12
月
上
旬
、広
島
市
中
央
卸
売
市
場
食
肉
市
場
で

第
１
０
０
回
広
島
県
畜
産
共
進
会「
冬
季
枝
肉
の
部
」を
開
催
し
、最

優
秀
賞
に
は
㈱
ひ
ば
高
原
田
中
牧
場（
庄
原
市
東
城
町
）の
去
勢
牛「
由

芽
3
の
5
」（
父「
福
之
姫
」）が
輝
き
ま
し
た
。

　

10
月
18
日
の「
第
50
回
と

ち
ぎ
和
牛
・
交
雑
種
枝
肉
共

励
会
」に
際
し
、前
日
の
17
日
に

「
栃
木
県
産
銘
柄
牛
懇
談
会
」

を
開
催
し
、
集
ま
っ
た
購
買
者

や
関
係
者
へ
動
画
を
お
披
露
目

し
ま
し
た
。

　
動
画
に
は
J
A
グ
ル
ー
プ
栃

木
和
牛
販
促
委
員
会
、
交
雑
種

販
促
委
員
会
の
元
会
長
で
あ
る

磯
野
均
さ
ん
、
小
池
秀
一
さ
ん

が
出
演
し
、購
買
者
や
消
費
者
、

次
世
代
の
若
手
に
向
け
た
生
産

　

最
優
秀
賞
に
輝
い
た「
由
芽

3
の
5
」は
ロ
ー
ス
芯
が
大
き

く
、全
体
に
厚
み
が
あ
り
バ
ラ
ン

ス
が
良
い
こ
と
に
加
え
、歩
留
ま

り
が
最
も
高
く
、さ
し
が
き
め

細
か
く
均
一
に
入
っ
て
い
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

者
の
熱
い
思
い
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　

栃
木
県
産
銘
柄
牛
が「
ブ
ラ

ン
ド
牛
」と
呼
ば
れ
る
ま
で
の
険

し
い
道
の
り
や
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
っ
て
厳
し
い
状
況
に
直

面
し
た
際
の
生

産
者
の
苦
労
や
、

そ
れ
を
乗
り
越

え
る
ま
で
の
努

力
な
ど
、幅
広
い

視
点
か
ら
県
産

銘
柄
牛
を
P
R

し
て
い
ま
す
。

　
㈱
ひ
ば
高
原
田
中
牧
場
の
田

中
高
志
代
表
は
、「
餌
は
輸
入
飼

料
で
は
な
く
、地
域
で
栽
培
し
た

飼
料
を
使
用
し
、牛
ご
と
に
合
っ

た
飼
育
を
し
た
。広
島
県
民
の

皆
さ
ま
に
食
べ
て
い
た
だ
き
、広

島
牛
の
お
い
し
さ
を
か
み
締
め
て

い
た
だ
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
広
島
県
畜
産
共
進
会
は
今
回

記
念
す
べ
き
第
１
０
０
回
を
迎

え
、7
月
末
に
開
催
し
た「
夏
季

枝
肉
の
部
」か
ら
、和
牛
肉
の
新

た
な
お
い
し
さ
の
指
標
の
一
つ
で

あ
る
脂
肪
の
質
を
示
す
一
価
不

飽
和
脂
肪
酸（
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ａ
）の
値

を
せ
り
前
に
公
表
す
る
取
り
組

み
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

安
藤
重
孝
県
本

部
長
は「
今
後
も
歴

史
あ
る
本
共
進
会
を

通
じ
て
、広
島
和
牛

の
さ
ら
な
る
躍
進
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

（左から）安藤重孝県本部長、㈱ひば高
原田中牧場の田中高志代表、広島県の
向井雅史農水産振興担当部長

最優秀賞に輝いた㈱ひば高原田
中牧場の田中代表

東日本大震災当時を語る磯野さん

動画を通じて次世代へのメッセージを伝える小池さん

◀ 動画はこちら
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　報告会には、同プログラムのビジネスコンテスト審
査員も務めた尾本英樹常務理事、第２期の伴走者Ｏ
Ｂである金森正幸常務理事も出席し、伴走者はス
タートアップ企業へのサポートを行う中で得た学び・
気付き、全農とスタートアップ企業の違い、取り入れ
たい要素、全農の課題などを報告しました。
　尾本常務からは「同じ全農の仲間として、私自身も
常に考えていたことを皆さんに率直に伝えられてよ
かった。逆に伴走者の気付きを聞けたことで、全農と
して、もっと変わる必要がある部分を強く感じた」、金
森常務からは「この経験を生かすのは自分次第。第２
期当時の4年前、一緒に伴走した農林中金の方たち
を含めて、その時の仲間とは今も関係が続いていて、
懐かしい話をしたりしている。プログラムは終了して
も、作り上げた人脈・関係性を大切にして進んでほし
いと思います」との講評がありました。
　参加した伴走者からは「同年代のエネルギーに満

ちあふれた職員の皆さんと交流できて自分自身もエ
ネルギーをもらえた。アクセラでの経験・つながりを
生かし、今の職場でもこれまでの考えにとらわれず
挑戦していきたい」「上司から後押しいただいたこと
で、気になっていたアクセラに参加できた。職場に遠
慮して伴走者に応募できない職員がまだいるのでは
ないか。職場からの推薦で参加する職員がいても良
いと思う」などの感想が寄せられました。
　伴走者報告会の開催は今回が初めてでしたが、役
職員で経験を共有することでより一層の気付きが生
まれた報告会になりました。
　JAアクセラレータープログラムは、３月から第７期
の伴走者を募集します。皆さんの応募をお待ちして
います。

JAアクセラレーター第６期
伴走者報告会を開催

全農伴走者が役員と半年間の学び・気付きを共有
　JAグループ全国組織８団体が共同で設立した（一社）AgVenture Lab（あぐラボ）は12月４日、昨
年５月から11月にかけて実施したＪＡアクセラレータープログラム第６期における全農伴走者の取り組
み結果報告会を開催しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【AgVenture Lab】

伴走者、全農役員・経営企画部、あぐラボ荻野浩輝理事長（3列目左から４人目）

役員も見守る中で全農の課題についても議論

伴走経験で得た知見・学びを発表

JAアクセラレーター
第７期ＨＰはこちら

AgVenture
Lab

　全農は選手が海外遠征する際、現
地の慣れない食事や環境、衛生面で
苦労している実情を受け、2019年度
から全農の海外ネットワークを活用
し、現地での食事をサポートしていま
す。コロナ禍は休止していましたが、
卓球競技においては約５年ぶりに選
手の食事サポートを再開しました。
　料理研究家で管理栄養士のエダ
ジュンさんを日本から派遣し、選手
の試合日程に合わせて、１日２回お
にぎり弁当を提供。弁当にはＪＡ全
農インターナショナル㈱が輸出した
和牛や日本産米を使いました。
　おにぎりの具材は、和牛を使った
「焼肉おにぎり」や全農グループ取扱
商品の「しおふき昆布」を使用した
「枝豆と塩昆布のおにぎり」など全１
７種類準備しました。和牛を使った
おかずとして「牛肉じゃが」「和牛ス
テーキと彩り野菜の和風オニオンソ
テー」なども提供しました。
　大会開幕前日の２１日には贈呈式
を実施し、広報・調査部 広報ＳＲ課

の岡 八寿博課長が選手たちに「ニッ
ポンの食」と「おにぎり弁当」を贈呈
しました。贈呈式には選手16人と監
督2人が参加し、和風ツナマヨおに
ぎり、ひじきとごまのおにぎり、ゆかりと
チーズのおにぎり、焼きベーコンのみ
そおにぎりなどを試食いただきまし
た。弁当やおにぎり以外にも、選手た
ちの希望をもとにパックご飯やご飯
のお供なども提供し、大会期間中の

選手を日本の食で応援しました。
　選手たちは同大会で、１９歳以下
の男子団体で銅メダルを１個、混合
ダブルスで銅メダルを２個、女子ダブ
ルスで銀メダルを１個、男子ダブルス
で銀メダルを１個、また１９歳以下の
男子シングルスで銅メダルを1個獲
得するなど大活躍しました。全農はこ
れからも「ニッポンの食」を通じて卓
球競技と選手たちを応援します。

５年ぶり！卓球日本代表の
 海外遠征を食事でサポート
世界ユース選手権大会のジュニア世代に
おにぎり弁当を提供
　全農は、昨年１１月２２日から8日間、スウェーデンのヘルシンボリで開催された「2024 ITTF世界ユース選手権ヘルシン
ボリ大会」に出場したジュニア世代の卓球日本代表選手の皆さんの食生活を現地でサポートしました。　　【広報・調査部】

和牛ステーキと彩り野菜
の和風オニオンソテーを
調理中のエダジュンさん

選手に提供した
おにぎり弁当
（牛肉じゃが）

広報・調査部の岡課長
から選手に「ニッポン
の食」を贈呈

贈呈式でおにぎりを試食する選手たち

男子日本代表選手の皆さん
全農さんのサポートのおかげで、普段
の遠征よりも栄養がしっかり取れて、
良い身体の状態が維持できました。
海外の大会中でも、とてもおいしいご
飯を食べられて、すごくうれしいです。

馬場美香強化本部長
現地でも栄養のあるお弁当を提供い
ただき、選手のコンディション調整に
大変役立ちましたし、選手自身もその
大切さを学んだと思います。

女子日本代表選手の皆さん
●海外でも日本で食べ慣れているもの
を味わうことができ、良いパフォーマン
スにつながりました。
●自分の好きなタイミングで日本食を食
べることができて、良い状態で試合に
臨むことができました。

代表チームから
寄せられた声

JA Zennoh W
eekly
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集
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　全農は選手が海外遠征する際、現
地の慣れない食事や環境、衛生面で
苦労している実情を受け、2019年度
から全農の海外ネットワークを活用
し、現地での食事をサポートしていま
す。コロナ禍は休止していましたが、
卓球競技においては約５年ぶりに選
手の食事サポートを再開しました。
　料理研究家で管理栄養士のエダ
ジュンさんを日本から派遣し、選手
の試合日程に合わせて、１日２回お
にぎり弁当を提供。弁当にはＪＡ全
農インターナショナル㈱が輸出した
和牛や日本産米を使いました。
　おにぎりの具材は、和牛を使った
「焼肉おにぎり」や全農グループ取扱
商品の「しおふき昆布」を使用した
「枝豆と塩昆布のおにぎり」など全１
７種類準備しました。和牛を使った
おかずとして「牛肉じゃが」「和牛ス
テーキと彩り野菜の和風オニオンソ
テー」なども提供しました。
　大会開幕前日の２１日には贈呈式
を実施し、広報・調査部 広報ＳＲ課

の岡 八寿博課長が選手たちに「ニッ
ポンの食」と「おにぎり弁当」を贈呈
しました。贈呈式には選手16人と監
督2人が参加し、和風ツナマヨおに
ぎり、ひじきとごまのおにぎり、ゆかりと
チーズのおにぎり、焼きベーコンのみ
そおにぎりなどを試食いただきまし
た。弁当やおにぎり以外にも、選手た
ちの希望をもとにパックご飯やご飯
のお供なども提供し、大会期間中の

選手を日本の食で応援しました。
　選手たちは同大会で、１９歳以下
の男子団体で銅メダルを１個、混合
ダブルスで銅メダルを２個、女子ダブ
ルスで銀メダルを１個、男子ダブルス
で銀メダルを１個、また１９歳以下の
男子シングルスで銅メダルを1個獲
得するなど大活躍しました。全農はこ
れからも「ニッポンの食」を通じて卓
球競技と選手たちを応援します。

５年ぶり！卓球日本代表の
 海外遠征を食事でサポート
世界ユース選手権大会のジュニア世代に
おにぎり弁当を提供
　全農は、昨年１１月２２日から8日間、スウェーデンのヘルシンボリで開催された「2024 ITTF世界ユース選手権ヘルシン
ボリ大会」に出場したジュニア世代の卓球日本代表選手の皆さんの食生活を現地でサポートしました。　　【広報・調査部】

和牛ステーキと彩り野菜
の和風オニオンソテーを
調理中のエダジュンさん

選手に提供した
おにぎり弁当
（牛肉じゃが）

広報・調査部の岡課長
から選手に「ニッポン
の食」を贈呈

贈呈式でおにぎりを試食する選手たち

男子日本代表選手の皆さん
全農さんのサポートのおかげで、普段
の遠征よりも栄養がしっかり取れて、
良い身体の状態が維持できました。
海外の大会中でも、とてもおいしいご
飯を食べられて、すごくうれしいです。

馬場美香強化本部長
現地でも栄養のあるお弁当を提供い
ただき、選手のコンディション調整に
大変役立ちましたし、選手自身もその
大切さを学んだと思います。

女子日本代表選手の皆さん
●海外でも日本で食べ慣れているもの
を味わうことができ、良いパフォーマン
スにつながりました。
●自分の好きなタイミングで日本食を食
べることができて、良い状態で試合に
臨むことができました。

代表チームから
寄せられた声
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　東
京
食
肉
市
場
ま
つ
り
は
、（
一
社
）東

京
食
肉
市
場
協
会
が
主
催
し
、
推
奨
銘
柄

の
地
元
経
済
団
体
・
行
政
機
関
が
協
賛
し

て
、
国
産
牛
肉
・
豚
肉
の
消
費
拡
大
な
ど
を

目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
今

回
で
43
回
目
と
な
り
ま
す
。

　東
京
都
中
央
卸
売
市
場
食
肉
市
場
は
、

年
間
4
0
0
0
頭
以
上
の「
仙
台
牛
」が
取

引
さ
れ
る
一
大
出
荷
先
で
、
首
都
圏
の
ス
ー

パ
ー
や
小
売
店
、
飲
食
店
で
も「
仙
台
牛
」

の
取
り
扱
い
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
仙
台
牛

銘
柄
推
進
協
議
会
が
認
定
す
る「
仙
台
牛
」

を
取
り
扱
う「
販
売
指
定
店
」は
、東
京
都
、

神
奈
川
県
、
千
葉
県
、
埼
玉
県
の
１
都
３

県
で
認
定
店
舗
数
が
3
0
0
を
超
え
、一

般
消
費
者
へ
の
知
名
度
も
高
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、首
都
圏
で
の
さ
ら

な
る
ブ
ラ
ン
ド
周
知
、消
費
拡
大
に
向
け
て
開

催
さ
れ
た
同
イ
ベン
ト
は
、天
候
に
も
恵
ま
れ
、

来
場
者
数
は
2
日
間
で
延
べ
2
万
1
0
0
0

人
以
上
と
な
り
ま
し
た
。
1
4
0
0
食
を
提

供
し
た「
仙
台
牛
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
」の
無
料
試

食
会
を
は
じ
め
、多
く
の
方
々
に
仙
台
牛
を

味
わっ
てい
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　東
京
都
中
央
卸
売
市
場
食
肉
市
場
内
に

事
務
所
を
構
え
る
仲
卸
業
者
18
社
が
販
売

し
た
、「
仙
台
牛
」を
は
じ
め
と
し
た
国
産

牛
肉
の
販
売
金
額
は
2
日
間
で
6
0
0
0

万
円
以
上
と
な
り
ま
し
た
。「
仙
台
牛
」の

消
費
拡
大
に
貢
献
し
た
と
と
も
に
、
宮
城

県
の
名
産
品
を
販
売
し
た
ブ
ー
ス
も
2
日

間
で
4
0
0
万
円
以
上
を
売
り
上
げ
、
首

都
圏
の
消
費
者
へ
宮
城
県
の「
食
」に
つ
い
て

幅
広
い
P
R
が
実
現
で
き
ま
し
た
。

　出
店
し
た
仲
卸
業
者
の
方
か
ら
は「
過

去
最
高
の
売
り
上
げ
と
な
っ
た
。
さ
す
が

仙
台
牛
だ
」、し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
の
試
食
を
し

て
い
た
消
費
者
か
ら
は「
口
の
中
で
と
ろ
け

る
脂
が
と
て
も
お
い
し
い
。
今
後
も
ス
ー
パ

ー
な
ど
で
見
か
け
た
ら
買
っ
て
み
た
い
」な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　宮
城
県
本
部
は
、今
後
も
関
係
機
関
と
連

県
本
部

だ
よ
り
宮城県本部

20
年
ぶ
り 

東
京
食
肉
市
場
が「
仙
台
牛
」一
色
に

首
都
圏
の
消
費
者
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
売
り
込
む

　
宮
城
県
本
部
は
、
首
都
圏
を
は
じ
め
と
し
た
消
費
地
で
の
「
仙
台
牛
」
の
認
知
度
向
上
・

消
費
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
10
月
19
、
20
日
に
は
、
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
食

肉
市
場（
東
京
都
港
区
）で
開
か
れ
た「
東
京
食
肉
市
場
ま
つ
り
2
0
2
4
」に
協
賛
。「
仙
台
牛
」

が
推
奨
銘
柄
牛
と
し
て
参
加
す
る
の
は
20
年
ぶ
り
3
回
目
で
、
無
料
試
食
会
な
ど
で
首
都
圏

の
消
費
者
に
「
仙
台
牛
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

イベント2日間で6000万円以上を売り上げた食肉販売コーナー市場の周りには「仙台牛」ののぼりも

携
し
、「
仙
台
牛
」の
認
知
度
向
上
・イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
、さ
ら
な
る
消
費
拡
大
に
努
め
ま
す
。

仙台牛関係者が出席した開会式

年
間
4
0
0
0
頭
以
上
を
取
引

「
仙
台
牛
」の
知
名
度
高
ま
る

国
産
牛
肉
の
販
売
金
額

2
日
間
で
6
0
0
0
万
円
以
上
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JAつがる弘前
（青森県）

概要 2024 年 3 月 31日現在

正組合員数　　　　    　7457人
准組合員数　　　　    　5111人
職員数                       361人
販売品取扱高        179億5千万円
購買品取扱高         68億5千万円
貯金残高  　     842億2千万円
長期共済保有高     　　　280億円
主な農産物　   リンゴ、水稲、桃、
　　　　　    ピーマン、ミニトマト、
　　　　　    ニンニクなど

リ
ン
ゴ
の
新
た
な
消
費
宣
伝
活
動
に
挑
戦

リ
ン
ゴ
の
新
た
な
消
費
宣
伝
活
動
に
挑
戦

機
能
性
表
示
、販
促
に
高
校
生
の
発
想
も

機
能
性
表
示
、販
促
に
高
校
生
の
発
想
も

生
徒
と「
り
ん
ご
フ
ァ
ン
を
増
や

そ
う
」を
テ
ー
マ
に
昨
年
度
か
ら

３
カ
年
計
画
を
策
定
し
て
消
費

宣
伝
活
動
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

り
ん
ご
販
売
部
職
員
が
講
師

と
し
て
生
徒
と
交
流
し
な
が
ら
、

１
年
目
は
リ
ン
ゴ
を
使
用
し
た

料
理
レ
シ
ピ
を
開
発
。
関
東
方

促
進
を
図
る
た
め
、Ｊ
Ａ
は
市
や

地
元
の
高
等
学
校
、
企
業
な
ど

と
力
を
合
わ
せ
、
新
た
な
消
費

宣
伝
活
動
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

弘
前
市
と
Ｊ
Ａ
相
馬
村
、各

関
係
機
関
と
連
携
し
、リ
ン
ゴ
の

消
費
拡
大
に
向
け
て
食
品
の
健

康
機
能
性
を
明
確
に
表
示
し
て

販
売
す
る
こ
と
が
で
き
る「
機
能

性
表
示
食
品
制
度
」を
活
用
し
た

販
売
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
流
通
量
の
多
い
中
・
小
玉
サ
イ

ズ
の「
サ
ン
ふ
じ
」を
機
能
性
表

示
食
品「
ひ
ろ
ま
る
」と
し
て
、23

年
１
月
か
ら
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

青
森
県
立
弘
前
実
業
高
校
の

　

若
い
世
代
に
も
リ
ン
ゴ
を
食

べ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら

今
年
度
は
、包
装
用
資
材
に
バ
ー

チ
ャ
ル
シ
ン
ガ
ー「
初
音
ミ
ク
」

を
起
用
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
と「
初

音
ミ
ク
」が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

す
る
の
は
全
国
初
と
な
り
ま
す
。

岩
木
山
と
リ
ン
ゴ
畑
を
背
景
に
、

リ
ン
ゴ
を
持
つ「
初
音
ミ
ク
」が

印
象
的
な
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
、生

産
者
の
所
得

向
上
の
た
め
、

リ
ン
ゴ
の
消

費
拡
大
に
向

け
た
取
り
組

み
を
進
め
ま

す
。

秋田県 岩手県

青森県

　

青
森
県
の
Ｊ
Ａ
つ
が
る
弘
前

は
、２
０
０
３
年
に
６
Ｊ
Ａ
が
合

併
し
て
誕
生
し
、
岩
木
山
を
望

み
、山
麓
か
ら
白
神
山
地
、岩
木

川
流
域
か
ら
津
軽
平
野
南
部
、

秋
田
県
境
ま
で
の
地
域
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。代
表
的
な
農
産

物
は
リ
ン
ゴ
で
、販
売
高
は
全
体

の
86
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

リ
ン
ゴ
の
消
費
拡
大
、
販
売

面
の
量
販
店
で
完
成
し
た
レ
シ

ピ
と
と
も
に
生
食
以
外
の
リ
ン

ゴ
の
お
い
し
い
食
べ
方
を
紹
介

し
、J
A
の
リ
ン
ゴ
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

　
２
年
目
は
、リ
ン
ゴ
を
販
売
す

る
際
に
使
用
す
る
ス
タ
ン
ド
バ
ッ
グ

（
持
ち
手
袋
）の
デ
ザ
イ
ン
を
生
徒

た
ち
と
考
案
し
、新
た
な
ス
タ
ン

ド
バ
ッ
グ
を
制
作
し
ま
し
た
。　

　

ま
た
、ス
タ
ン
ド
バ
ッ
グ
に
は

生
徒
が
開
発
し
た
レ
シ
ピ
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

掲
載
し
、消
費
者
が
手
軽
に
読
み

取
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

販売促進活動を行う生徒たち

「ひろまる」完成を報告するＪＡつがる弘前の天
内正博代表理事組合長（左）、櫻田宏弘前市長

（中）、ＪＡ相馬村の大場勉代表理事組合長（右）

「
初
音
ミ
ク
」を
起
用

「
初
音
ミ
ク
」を
起
用

若
い
世
代
へ
ア
ピ
ー
ル

若
い
世
代
へ
ア
ピ
ー
ル

行
政
、他
Ｊ
Ａ
、企
業
と

行
政
、他
Ｊ
Ａ
、企
業
と

日
常
的
な
消
費
拡
大
へ

日
常
的
な
消
費
拡
大
へ

弘
前
実
業
高
校
の
生
徒
と

弘
前
実
業
高
校
の
生
徒
と

レ
シ
ピ
開
発
や
包
装
工
夫

レ
シ
ピ
開
発
や
包
装
工
夫

完
成
し
た
ス
タ
ン
ド
バ
ッ
グ

初
音
ミ
ク
を
起
用
し
た

新
た
な
包
装
用
資
材
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とちぎ新鮮倉庫

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農の産地直送通販サイト

　イチゴ王国・栃木県は、イチゴの生産量が全国1位を誇
ります。そんな栃木県から待望の新品種として誕生したの
が「とちあいか」です。
　全国の皆さんに“愛”される“とち”ぎの“果”実になっても
らいたい、という願いを込めて名づけられました。大粒で光
沢が強い深紅色の果実は、酸味が少なく、際立つ香りと甘
さが特徴です。
　へたの部分が大きくくぼむため、縦にカットすると、断面
がかわいらしいハート形に見えます。そのまま食べるのは
もちろん、ケーキなどのスイーツ作りに使うのもお薦め
です。

発行／全国農業協同組合連合会　2025年（令和7年）1月20日発行（毎週月曜日発行）
第3494号　編集・発行人／広報・調査部　澤田洋志　
〒100̶6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

　「楽々園店」は、2001年にオープンした「広島店」、19年にオープンした「となりの
農家店」に続き、とれたて元気市の3店舗目となります。
　同店は、イオンタウン楽々園内の国産ブランド和牛などを取り扱う「植田商店」
や、新鮮な水産物を取り扱う「魚喜」、人々の生活にあった豊富な品ぞろえの「北野
エース」を含む「楽々園マルシェ」の一つとして、広島県産の新鮮な野菜や果物、花
き、加工品などを販売しています。
　同店の河野誠志店長は「生産者の思いが詰まった、新鮮な野菜や果物、その加工
品を多くの消費者の方に手に取っていただきたい」と期待を込めました。

　広島県本部は、12月6日に開業した「イオンタウン楽々園」（広島市）に、県本部が
運営するJA交流ひろば「とれたて元気市楽々園店」を出店しました。とれたて元気
市のテナント出店は初めてです。　　　　　　　　　　　　　　     【広島県本部】

広島県産の農産物や加工品が並ぶ店内

苺 とちあいか(約280g×2パック）
栃木県　JAおやま産・・・2970円（税込み）

休刊のお知らせ
1月27日号は休刊いたします。
次号は2月3日号です。

JA全農提供　BS朝日（BS５チャンネル）
俳優工藤阿須加さんが農家へ転身した様 な々人の“就農のリアル”に迫ります！
毎週水曜22:00～22:30放送

とれたて元気市 イオンタウン楽々園に出店とれたて元気市 イオンタウン楽々園に出店
初のテナント出店
地産地消の推進へ

３店舗目

ニッポンエール「グミっとチョコ」を新発売

　全国各地の特色ある果汁を使用したグミを、スイートチョコ
レートもしくはホワイトチョコレートでコーティングしました。全
国農協食品を販売者として、1月14日からセブン＆アイグループ
のイトーヨーカドー、ヨーク、ヨークベニマルの一部店舗で販売し
ます。
　全農は、国産農畜産物の消費拡大や生産振興に向けて、今後
も「ニッポンエール」の取り組みを全国の産地・品目に拡大してい
きます。

　全農と全国農協食品㈱は、47都道府県の果汁を使用したグミ
をチョコレートでコーティングしたニッポンエール「グミっとチョ
コ」47種類を共同開発しました。【営業開発部、全国農協食品㈱】

47都道府県の果汁を使って
47種類を共同開発

長野県産
シャインマスカットグミっとチョコ

福岡県産
あまおう苺グミっとチョコ
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